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1. 計画目標年次

下水道施設の能力の決定は、長期にわたる予測に基づいて行なう必要がある。つまり、下水

道計画の目様年次は、施設の耐用年数、建設期間が長期にわたる事、また特に管きょの場合は、

水量の増加に対応して段階的に能力を増大させる事が凶雑であり、バイパスを設けるか、より

大きな管きょを埋設し直さなければならない事を考慮して、原員Ijとして 20年後とする。

本計画では、多摩川・荒川等流域別下水道整備総合計画(以下「流総」という)との整合を

計り、目様年次を昭和 70年とする。

2. 計画区域

下水道は、都市の健全な発展及び公衆衛生の向上に寄与し、あわせて公共用水域の水質の保

全に資するものであり、下水道計画区域の決定に保しては、これらの事項に対する十分な配慮

を必要とする。

都市計画法第 13条第 1項第 4号において、市街化区域には下水道を都市施設として定める

乙ととなっており、市街化区域はその全域が下水道計画区域に含まれなくてはならない。

さらに、現行の市街化区域は、おおむね 10年以内に優先的、計画的に市街化を図るべき区

域であるのに対し、下水道計画は約 20年後を邑様とするため、市街化調整区域のなかで、将

来市街化の可能性が考えられる区域は下水道計画区域に含める必要がある。

一方、下水道の公共水域の水質保全の役割の面からは、多摩川をはじめとする公共水域の水

質環境基準を達成すべく立系されている下水道整備の総合的な基本計画である「流総J及び「流

域下水道Jvcおける下水道必要整備区域との整合を図る必要がある。

以上の事を十分勘案して、本計画では、行政区域 2.71 1 haのうち、多摩川及び浅川の河川

敏 34 9 ha (市街化調整区域)を除く、市街化区域 2.222 ha 、市街化調整区域 140 ha 、計

2.3 62 haを計画区域とする。
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3. 計画人口

(1) 計画人口(夜間人口)

計画人口は、昭和 70年における計画区域内人口であるが、とれは昭和 70年の行政区域

内人口に等しし )0 よって計画人口は過去の行政区域内総人口の実績に基づき推定する。

本市の人口増加の傾向は、調査編 P2 8 vc示したように、昭和 34年の多摩平団地着工と

共に急変し、ほぼ直線的に伸びている。この傾向の主因は、本市が都心部K就業する人々の

ベットタウンとして発展した為である。一方その形態は、多摩平団地及び浅川右岸の丘陵地

見られる大規模住宅団地の開発として進んできた。

しかし今後は、大規模住宅団地の闘発計画がない事から、適正な都市計画の下に、土地区

画整理による宅地の開発に伴って人口が増加すると予想される。

よって本計画では、上記の考察を基に次のように計画人口を算出する。

fls和 34年から現在までの人口増加より、大規模住宅団地の人口増加分を差し引き、直線

式で傾向線を定めて昭和 70年の人口を算出する。

昭和 34年人口 3 2.9 9 8人

紹和 53年人口 1 3ス025人

表 1--1 5.000人以上の団地(調査編 P39より)

iEι名」三一工工人円
[多摩平団地 1 2，852戸 I 9.982人

高崎台団地| 1760 l 6160一一一

百草団地 | 1A寸 戸。-

計 ( 6.0 5 2 I 2 1. 1 8 2 

* 人口は一世帯当り 3.5人とした。

( 1 3スo2 5 -3 2.9 9 8 )ー 21， 182
Px=一一一一一一一一一一 一一一一一一 一 一 一一 X(xー 53)十 13ス025

53 - 34 

乙の式によって焔和 x年における人口 Pxが求められる o X = 7 0として、紹和 70年の

人口 P70 は 21 1， 0 0 0人である。

一方、 「流総jでは、東京都総務局が笑施した市町村万fJ人口予測をもとに、本市の実態調

査などにより補正した結栄、施設計画人口を、 211， 000人としているO
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よって計画人口(夜閥人口)を 21 1， 0.0 0人とする。

(2) 昼時就業人口

事務所、庖錦、官公者等より排水される都市活動排水は、夜間人口によらず、昼時就業人

口に比例する。

昼間就業人口の過去の実績は函勢調査によって調査されている。本計画では、国勢調査結

果を用いて行なわれた都統計部「昼間人口の推計Jを基に、昭和 7O!q三の昼i笥就業人口を

6 6.0 0 0人とするO
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図 1-2. 人口の推移と計画人口
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4. 排除方式

下水の排除方式には分流式と合流式の 2種類がある。乙れらの方式のうち、どの方式を採用

するかは、排水区域の地形、道路、水路などの状況、あるいは河川、水路の水質環境、建設工

事方法、維持管法、財政等をよく検討し決定しなければならない。

一般的にみると、わが函のこれまでの下水道事業は主として浸水対策を中心に実施されてき

た経緯から、合流式が多い。

しかしながら、最近では公共用水域の水質汚縄防止の観点から原則として分流式を採用する

傾向となり、国においても ζれを指導している。また、訴においても最近計画された下水道は、

ほとんどが分流式である。

本市の場合、雨水排水については一部の地域を除き在来の水路等で排本されており、 買支あ

¥一一乙紅らユζ踏を改修しL氷路のない地i互には管きょを布設する乙とにより雨水を排除するとすれ

ば、何事業費は合流式で布設する事と比較して安くなるので、夜空穫の布設が早くでき水洗化

区域が早急に拡大できる。また水質環境保全などのうえからも分流式とする乙とが望ましい。

5. 

よって分流式を採用する。

汚水処理区及び雨水排水区

(1) 汚水処理区

本市の下水道計画区域は、 多摩川右岸流域下水道に含まれ、次の三つの処理区に分けられ

るO

i )秋川処理区

ii )浅川処理区

iii) 南多摩処理区

i )秋川処理区

がく川処理区は、日野市、八王子市の一部と秋川市、日の出町、五日市町の全域を含み、

その汚水は八王子市内の駄川処理場で処理される o 本市では中央嗣北部の台地のヲ金 去
を秋川処遇区とし、地形を考慮して二つの処理分i乏に分け、八王子市へ汚水を減み〉させる O

この内、豊田汚水処理場は現在稼動中であるが、将来は廃止し秋川処理区K統合される。

ii )浅川処理区

浅川処理区は、日野市の大部分と八王子市の一部を含み、その汚水は多摩川と浅川の合

-7-
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、

流する地点の浅川処理場で処理される。本市では浅川右岸、左岸沿いの地域を浅川処理区

とし、右岸は地形を考慮、し、流域幹線の接続点毎に八つの処理分区iζ分け、それぞれ流域

幹線に流入し、左岸はー処理分区として処理場に流入する。

iii) 南多摩処理区

南多摩処理区は、日野市、八王子市、町田市の一部と多摩市、稲城市の全域を含み、そ

の汚水は稲城市内の南多摩処理場で処理される。南多摩処理区は駄に都市計画決定され、

一部事業が実施されている。本市では百草、落川地域の大部分を南多摩処理長とし、地形

を考慮して二つの処理分区に分け、流域幹線と多摩市へ汚水繍ρさせるo 品券総

図 1- 3 ~乙各処理区及び処理分区の区域を示した。叉、処理区及び処理分区の面積につ

いては、表 1-2に用途地域月IJの面積を、表 1ーろに町別の面積をまとめた。

-8一
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表 1-2 用途地域別処漣区及び処理分区面積

lま
市 街 化 区 域 市街化調整区域

処理区 合計

第住居一専種用 住第居二専種用 住居 jl]捧商機 商業 準工業 工業 住第居一専種用 第住居二専種用 住居

155h.4 a 55h2 a 
ha ha ha ha ha ha ha ha ha 

秋川第一 1.0 3.4 83.5 298.5 

秋川

処理区
秋川第二 26.3 8.6 ロ.9 62.7 

小計 1 81.7 63.8 1.9 3.4 1 46.2 巴3
浅川左岸 768.6 88.9 1 1. 9 12.9 82.9 ス8

~ 

浅川右岸 3.7 3.7、
第 一 ト

浅第川右岸一 4 7.4 2.6 3.6 i 53.6 
、砂

浅川右岸 84.8 1 1. 6 2.0 0.3 98.7 
第 一

、，

浅川
浅第川右岸四 33.5 1 4.3 35.9 83.7 

処理区
浅第川右五岸 72.5 i 75.7 て

浅第川右岸六
、

11 3.5 94.1 5.3 3.1 41.1 5.0 58.0 下 320.1

浅第川右七岸 1 4.4 6.1 ド 36.6

82.2 5.7 ..，/ 87.9 

小計 1.220.6 236.5 2.0 21.1 1 6.0 8虫O ス8 77.0 5.0 58.0 (t733・U

大栗二号 1 1. 2 ν11.2 

南多摩
大栗三号 156.5 59.7 I 3.0 1.6 〆220.8

処理区

小計 1 67.7 5虫7 1.6 。32引
合 計 11. 5 7 o.o! 3 6 0.0 I 2.0 ! 21.0 8虫oI 1 54.0 7ス0 5.0 58.0 2.362.0 

A 
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表 1- 3 町・字別処理区及び処理分区面積

己建:
秋川処理区 浅川処理区 南多摩処理区

浅川左岸 第浅川右岸 第浅川右岸一 浅第川右岸= 第浅川右岸四 浅第川右岸五 浅第川右岸六 浅第川右岸七 浅第川右岸八
合計

秋川第一秋川第二 大栗二号大栗三号

新 町 5.2 68.8 74.0 
ー一一一一一一

栄多 摩
町J 2.3 5呪7 62.0 

平 1 26.8 ス2 134.0 
日一ーーー

日 野 ぷ口ふ、 91.0 Lユ1.0
一 一ー

豊 田 75.0 75.0 

東 豊 田 70.0 70.0 
一一 一一」一ーーーーーーー・ー一一一一i 

旭 ヵ= 丘 1 1 8.7 9.3 
128D -J l 

南 平 29.5 83.2 75.7 5.6 194.0 
一一

平 山 3.7 53.6 6呪2 1.5 1 28.0 
ー一一一一ーーーーーート一一ー

東 平 山 56.0 
し三笠一ー一一一一ト 「一ー・ーー・ー一一ー-ーー一司ト一一一一一一一一一

ー西 平 山 2虫O 73.0 102.0 
ーートー一一一一一一一一一ー

さ く ら町 1 3.0 1 3.0 
トー一一一一一一一ー 一一一一一 -ー一一一一トーー一一ー ー一

宅日生ヨ 士 町 11. 0 1 1. 0 
一一一

大字 日野 31 9.0 319.0 

大字豊田 1 4.0 1 4.0 
一ー

大字川辺堀之内 43.0 43.0 

大字上回 29.0 29.0 同一 一一一一ー
大 十pム . 宮 26.0 26.0 

大字下回 36.0 36.0 
ーート

大字万願寺 23.0 23.0 
ーーャーー一ー

i大字新井 1呪O 1 6.0 21.0 56.0 
ー『

l 大字石田 43.0 6.0 49.0 
一 一 r---

高 幡 25.1 20.6 2.3 48.0 
ト一一一一一一一一ー一

南 平 2.0 0.5 45.5 48.0 

程 久 保 195.3 2.7 198.0 

一 沢 4ス1 56.1 1虫8 123.0 

落 JII 6.6 55.4 62.0 

百 草 2.5 4.6 142.9 150.0 

メロ2‘ 計 298.5 98.5 973.0 3.7 53.6 98.7 83.7 75.7 320.1 36.6 87.9 11.2 220.8 2，362.0 
， 
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(2) 雨水排水区

本市は多摩川の流域内に位置し、多摩川本流の流域とその支流である谷地川、浅川、程久

保川、大栗川の四つの一級河川の流域に分ける事ができる。本計画ではこれら五つの一級河

川の流域に従し¥次のような雨水排水の系統に分割する。

i) 谷地川系統

ii) 多摩川系統

iii) 浅川北系統

iV) 浅川南系統

v) 握久保川北系統

vi) 程久保川南系統

viU 大栗川系統

乙れらの各系統は、さらに、現況の吐口位輩、排水路の集水区域、道路 9鉄道の状況、地

形条件及び整備の緊急性等を十分に考慮して排水区を凶 1- 4のように決定した。表 1ー 5

に各排水区の面積を示した。

.r;<;-
E 

' 
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表 1- 4 用途地域別排水系統面積

XT 市街化区 域 市街化調整区域
合計

第住居一専種用 住第居二専種用 住居 近隣稽撲 商業 準工業 工業 住第居一専用種 第住居二専種用 住居

ha ha ha ha ha ha ha ha ha ha ha 

谷地川系統 5 1. 1 ス5 0.8 50.8 11 0.2 
トーー

多摩川系統 381.5 5呪4 1 0.2 6.7 53.9 1 8.8 530.5 

ト一一一一一一一一←

浅川北系統 51 7.7 85.8 2.8 29.0 84.4 729.3 

浅川南系統 257.2 42.1 2.0 3.9 5.7 346.5 

程久保川北系統 120.9 1 4.5 4.7 3.1 6.1 
十

40.1 52.3 241.7 

程久保川南系統 126.7 95.0 2.6 1.3 5.0 230.6 

大栗川系統 11 4.9 55.7 1.6 173.2 

iロb‘ 計い，570.0 360.0 2.0 89.0 1 54.0 77.0 5.0 58.0 2，362.0 

-14 -



表 1- 5 用途地域別排水区面積

.. 

fI::12;:l l O8i 1181十斗 l l lz 
j11:土;ゴt=J立

85 I 2.1 1.6I 1.9 I I I I 

一一井|148|1081-「つ一一
江戸2出-421l20 一十一

0.3 1 4.5 

iL ii1:;[::!千平二fLLL;: ←一→一

|三沢北I48.1 I 08i 
一一

3 3.3 

36.8 
7 73.8 

31.3 

46.6 

| 
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計画汚水量はその発生娠によって、生活系排水、工場排水及び地下水に分類される。

生活系排水は、さらに、一紋家庭に起因する生活排水と、事務所、底舗等より排出され昼間就

業人口に影響される都市活動排水に分けられ、各々の人口及び原単位を推定し排水量を算定するO

工場排水は、工場における製品製造工程において排出される汚水であり、各業種、出荷額等に

より呉なる事が多く、一般的には産業中分類別出荷頒と原単位を推定し排水量を算出する。

地下水は管の継手等より下水管内へ流入するもので、設計施工に当っては極力流入を防止する

事が望ましいが、技術的に絶無とする事はできず、従来からの経験的な値を見込むものとする。

本計画では、計画汚水量を凶 2-1のようなフローシートに従って算出するO また、算出した

計画汚水量の処理分区への配分は函 2-2のフローシートに従って行った。

尚、各々の詳細については、以下 1、 2、 5で、総水量の算出、 4、 5で地区配分の方法、 6で

は処理分区別の計画汚水量についてまとめた。

- 1 7一



~ 

∞ 

図 2- 1. 計爾汚水量算定フローシ}ト
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図 2-2. 処理分区別計画汚水量算定アロ}シ}ト
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1. 生活系排水

生活系排水は、生活排水と都市活動排水に分けられる。

(1) 生活排水原単位

生活排水は基礎家庭汚水とも呼ばれ、 -j成家庭から排出される汚水を指す。生活排水量は、

生活用水量から散水、洗車等の水量を除いたものであるが、本計画では生活用水量に等しい

ものとする。

1人 1日当りの日平均生活用水量の実績は表 2-1のとおりである。

表 2- 1 1人 1日平均生活用水量

年 度 給水人口
1人 1日平均

増 力日 量
生活用水量

人 千m}1年 f/日/人 f/日/人
昭和 40年 3 5.7 3 9 1.99 5 1 5 3 一

4 1 41.892 2，376 1 5 5 2 

4 2 46.427 2，749 162 7 

4 3 5 0，8 7 8 ろ，14 3 169 7 

4 4 6 0，1 0 4 3，79 7 1 7 3 4 

4 5 7 3，4 6 0 5，0 7 1 1 89 1 6 

4 6 79，002 6，0 1 4 209 2 0 

4 7 8 6.5 8 9 ス132 226 1 7 

一ー
4 8 9 3，6 1 1 2 3 1 5 

*調査編 P1 0 3より

資料;水道部

表 2- 1によると 1人 1日平均生活用水量は年々増加しているが、その増加量は附和 46 

年をピークに減少している。しかし全体の 資料数が少なく、その傾向を長崩にわたって予測

する事は難し L、。

一方、生活用水は生活水準によって呉なるが、営業用水等に比べ地域的差異は少ない。そ

こで本市の生活水準を東京都民部と比較すると、現在は水洗化の進み具合等から 1人 1日平

均生活用水量が少ないが、下水道が整備された昭和 70年には、区部とほぼ同等となる事が

nu 

内
/
』



予想される。昆部の 1人 1日平均用水量の実績 と将来の准定値は表 2-2のとおりである。

表 2-2 1人 1日平均生活用水量の推移

(区部のみ)

J-f-jJ-哩日
昭和子十 230 e/日/人

247 

4 3 257  

4 4 276  

4 5 291 

4 6 3 1 1 

4 7 3 1 5 

4 8 316  

6 0 347 

7 0 360 

* 流総より 抜粋

本市の実績と区部の実績及び推定の 1人 1日平均生活用水量をグラフに示したのが図 2ー

5である。

， 

- 21一



-ee------------------------------ • 
• 

• 
• 

• 
• 

• 
• 

• 
--••• 

-. 

議
怪獣E

¥
 

Cコば
3

¥¥¥…¥ 

¥

一

k

終報Q咽ぷ
N

町民規制狩伴回「〈?

.的

iN図

Cコ『
才

叫心的F

iiDDN 

iD
凶N

100的

i口的問

iDD
寸

〈¥回、¥吋
iペ

1
m
時
半
P
制
定
!
度
耗
咽
1

-
2
2
一



昭和 4 6年からその速度が鈍図 2一ろによると区部の 1人 1日平均生活用水量の増加は、

自動車等の普及がある極度進み、それに要する水っている。乙れは水洗便所、電機洗濯機、

の量も急激な伸びの後、安定的な増加となった為と忠われる。将来もこの安定的な傾向が続

いて飽和値に近づくと考えられる。本市の場合も、区部と時間的な差はあるが、同様の推移

をすると考え、生活用水(生活排水)原単位を 360e/日/人とする。

都市活動排水原単位(2) 

都市活動排水は、主に事務所、}苫舗等から排出される汚水で乙れらは昼時就業人口に比例

して排出される。

本計画では区部の実演(用途月IJ使用水量統計書)のトレンドから決定した「流総」の計画

値を採用し、都市活動排水原単位を 280e/日/人とする。

生活系排水量

本市における生活排水と都市活動排水の生活系排水量は表 2-3のとおりである。

(3) 

生活系排水量表 2-3

都市活動排水水
-ぃ
ト
vs

封
M
U

活

昼前就業人口
6 6，0 0 0 人人o 0 

6 0 

水量 1 75960 

位単原

生活系排水量の変動(4) 

日最大生活系排水量ゐa • • f 

「下水道施給水笑績によると日最大量と日平均量の比は表 2-4に示すとおりである。

日最大量は日平均重の約1.25--設設計指針と解説J(以下「指針」という)によると、

1. 4 5を様準としている。

日平均量の1.3 5倍を日最大生活系排水量とする。

-23一
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表 2-4 日平均及び日最大給水量

日平均給水量 日最大給水量 比 率 * 年

日告和 38年 6.1 8 0 mう/日 8.961 my日 1.45 

3 9 6.998 8.5 9 7 1.23 

4 0 ス810 1 0.1 3 3 1.30 

1 1.9 7 8 1. 2 8 

1 5.3 8 2 1. 4 6 

1 5.90 2 1.35 

1 6.5 6 4 1. 1 9 

1. 1 6 

1.28 
同--，

4 7 2 4.5 0 3 29.725 1. 2 1 

4 8 28.092 36.041 1.28 

4 9 ろ0，927 3 2，5 8 7 1.05 
ー ー

5 0 3 2，38 0 35，737 1. 1 0 

5 1 3 4.94 9 4 2，94 6 1.23 

* 日最大給水量
日平均給水量

資料;水道部

b. 時間最大生活系排水量

時間最大生活系排水量は「指針」の値を参考に、日最大量の1.8倍とするO

c. 生活系排水量の変動

~ 

-24一



表 2-5 生活系排水量の変動

1--::-----____区分tt=ft; :ä~ 7k ~ i ~rfi$ llïtJffi: 7k ~ I A¥¥¥!ι  生活排水量 : 都市活動排水量! 計i三分 ~______ _L. 11-1 :J7r /J" -~ i 且|

I (夜詞人口) I (昼間就業人口) I 
計画人 いr.V<;I:J/n';:~ l ' ~I;J;-U~~~"'" '.( I 

1 2 1 1， 0 0 0 人 1 66，000 人人 ! 

原単位

>1く1
日平均量

360 e/i日/人

7 5，9 60 my日

280 e/日/人

1 8.4 80 my日 9 4.4 40 my日

*2 I I _. I 
日最 大 量 10 2.5 46 my日 24.948 my日 12 7，494 my日|

1 1bLh-R7i己主主[
>1く 1 計画人口 X原単位

ネ 2 日平均量 x1. 3 5 

* 3 日最大量x1. 8 0 

2. 工場排水

工場排水は工場内で製造工程において排出される汚水である。この排水量は、業種の違いに

よって差が生じると共に、経済状洗の影響を大きく受ける。

(1) 工場排水量の算定

一般には、工場排水量の算定は図 2-4のように行なわれる。

図 2-4 工場排水量算定フローシ}ト

[LE--瓦 1

14戸
レ -i青瓦ニ:i

fZJ福山側l !中分類局IJ尿単位 1
し一一一一一一一一ー苛戸ー一一一一一

!J;型一三l
EEEJt 
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本市における出荷額の推移を表 2-6、図 2-5に示す。乙れらに示された通り、経済の

高度成長と共に順調な伸びを示した出荷領は、昭和 49年以降オイノレショックの影響を受け、

名目では増加しているが、物価上昇を考/意した実質では滅少している状態である。

乙の資料によって、次のような方法で推計を行った。

i )全体の資料から、最小二乗法により直線式を求め、予測すると

y = 1 1， 1 5 0 x - 3 5 2. 0 0 0 となり

x= 7 0 で Y=429，000百万円 となる。

ii) 昭和 48年までの傾向を直線式に表わし、今後乙の傾向で伸びるとして予測すると

y = 1 8， 1 7 0 ( x -5 1 )十 17 8，7 0 0 とな り

x= 70 で y = 5 2 4，0 0 0百万円 となるO

iii) I流総」による推定値は次のとおりである。

昭和 50年 2 5 6.0 0 0百万円

5 5 3 8 8，0 0 0 

6 0 4 9 8，0 0 0 

6 5 5 9 4，0 0 0 

7 0 6 7ス000

これらの結釆は、過去の実績と共に図 2-5'ζ示した。

表 2-6 出荷舗の推移

年 次 出 荷 額 ( 名目) 物価指数ネ

IYd和 41年 80，68 5 百万円 9 2.7 

4 2 9 6.8 1 7 9 4.0 
一一一一

←1 8559-十 一一
4 3 9 4.6 

4 4 1 3 5，95 6 9ス7

4 5 1 6 6，2 1 5 「 1 0 0.0 

4 6 1 7 3，30 3 99.2 

4 7 2 0 2.0 2 8 1 0 2.4 

4 8 2 6 8，78 2 1 2 5.5 

4 9 3 2 0，8 6 8 1 54.9 

5 0 2 82.8 9 9 1 5 6.9 

5 1 
一一一一一よー

::iく吻価指数;東京都卸売物価総平均 資料;工業統計調査
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出待綴(実質百ス万)) 円(11s和45年ベ

8ス000

1 0 3，0 0 0 

1 1 4.7 0 0 

139.200 

166.200 
一一 一

1 7 4，7 0 0 

1 9ス300

2 1 4.2 0 0 

20ス10 0 
ー一

1 8 0，30 0 
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乙のように出荷額の予測は、今後の経済の動向によって大きく左右される。しかし、将来

の経済の全般的な動向予測は本計画の範囲を越えるものである。

また、昭和 70年における中分類別出荷頒シェア一、中分類男IJ排水量原単位等については、

調査編P49K示したように中分類毎の事業所数が少なく、将来本市に立地する工場の業種が

不明である事から、予測は困難である。

一方、 「流総」では桜内各市町村別の資料を基に、三多摩全体の推計と市町村局Ijのシェア

ーの推計、中分類局IJのシェアーの推計等の様々な方法を用い比較俊討を加えて市町村別に出

荷額を配分し、さらに大工場と中小工場に分け、中分柔剣Ijの原単位を推定して工場排水量を

予測している。

以上のような考察から、本計画では「流総Jによって推計した次の値を採用する。

紹和 70年 出荷頒 6，77 0億円(陥和 45年ベース)

5 5，60 0 my日昭和 70年 工場排水量

¥2) 工場排水量の変動

a. 日最大工場排水量

生活系と同じく、日平均量の1.3 5倍とする。

b. 時前最大工場排水量

「指針」の値を参考に、日最大量の1.5倍とするo

c .工場排水量の変動

表 2-7 工場排水量

区 分 | 工場排水量

日平均量 I 5 5，60 0 my日

ネ日最大量 1 7 5， 0 6 0 

料時時最大量 112.590 

本 日平均量 X 1. 3 5 

やド 日最大量x1. 5 0 

3. 地下水

地下水の流入は、特に分流式汚水管きょにとっては好ましくないので、設計、施工にあたって、
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その量を最少住民度にとどめるように努力しなければならないが、技術的に絶無とすることはで

きない。

土質、または排水面積 1ha当たりの量で表示されるが、地下水量は、管延長 1rn当たり、

日最大汚水量の 10-..20 「指針」によれば、地下水位、管の補選ぎ手、工法等によって呉なるO

%を経験的な値としているO

日最大汚水量の 2 0 %を地下水として見込むものとする。表 2ー 8に計画汚水本計画では、

量をまとめた。

ww 

計画汚水量表 2-8

」主主
主怠大最日量均平

2 2呪48 9 my日

7 5，0 

一一「
4 0，5 

「245

9 4.44 0 mY日

5 5. 6 0 0 

|地下水量*I 4 0.5 1 1 

l 計画汚水量 I19 0， 5 5 1 

生活系排水量及び工場排水量の日最大量の 20 % 

( 1 2ス494十 75，0 6 0 ) X 0.2 0= 4 0，51 1 my日

*
 

生活系排水量の地伝記分4. 

用途地域別夜間人口密度と点投入団地)
 

e
g
'ゐ(
 

夜間人口の分布は、土地利局計画に従い用途地域別に人口密度を定めて、総人口を配分す

一部の大規模団地では人口密度が高く、発生する汚水量も多る事によって定める。しかし、

乙の為用途地域別の平均人口密度で汚水量を算定すると危i竣である。し、。

その居住人口、人口密度、処理施設の有無及び汚水調査編P39 VL示した大規模白地より、

管きょに対する位置等から、汚水管きょの断面への影響を検討し、表 2ー?の住宅団地につ

-29-
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表 2-9 点投入団地

同王予理分区 世帯数

人目人|人一一口11一J密55←度〆88一t一I|a1 i 用別途地域
i秋川第一

ha 
1 1 5.2 一 1 8，1 9 5 

多摩平 団 地 表
浅川左岸 5.1 一 805 

都営平山団地 浅川左岸 6.5 820 2.9 0 O! 446 第二種住居専用
ー一一 ーー一 一

新南平台団地 浅川右岸第三 8. 2 I 4 5 0 : 1， 6 0 0 I 1 9 5 第一種住届専用

高 橋 台団地 浅川右岸第六 2 2.8 I 1， 7 6 0 I 6. 2 0 0 I 2 7 2 第二極住居専用

百草台団地大巣ニ号 1 6.7 I 1.4 4 0了l円一m650D。了|i一一299 弟二極儲専用

計 I - 11 8 2.3 I 
ト一一一ー 一一一

本 人口は、一世帯当り約 3.5人とした。ただし多摩平団地は計画人口 1呪000人と

した。

点投入団地の位置を凶 2-6に示すO

表 2- 1 0 多摩平団地

話 莱 工 菜 言十

ha ha ha 
3.4 0.4 1 1 5. 

2.2 一 5. 

5.6 0.4 1 2 O. 

多摩平団地については、汚水処瑳面槙 12 9 haのうち、小西六写真、富士軍機の敷地計 8.7

haを除く 12 0.3 ha 、計画人口 1呪000人を点投入とするO なおポンプ排水区域 5.1ha 

は浅川左岸処理分区とする。

各用途地域の人口は、現況の人口分布、法による土地利泊の帰途制段、将来の見通し等を

考慮、の上、涙 2- 1 1のように定めた。
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表 2- 1 1 用途地域別夜間人口密度

品~と 秋川 処理区
浅川

南多摩処理区

第一種住属専用 9 0 人/ha 5 4 人〆'ha

市 第二種住居専用 1 1 0 7 0 

街 住 居 1 2 0 一

イヒ 近 i舜 繭 業 180 180 

区 商 業 2 1 0 2 1 0 

域 準 工 業 5 0 一

工 業 1 5 一

市調・ 第一種住居専用 5 5 一

街E第二種住居専用 7 0 一

化域! 住 居* 。 一

* 多摩動物公園及び多摩テ y ク

• 
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ゑ投入団地

友次、工場
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(2) 用途地域別昼間就業人口密度

昼間就業人口の分布は、各用途地域の営業用地率に比例していると思われる。

本計画では、用途地域の用途制限、現況の就業人口、事務所、商庄の分布等を考慮、し、表

2 -1 2のとおり定める。

表 2- 1 2 用途地域別昼間就業人口密度

九\用途--地域~処\理区 || 秋浅 jj1l1l5MU四岨町~ 

第一種住居専用 1 5 1 5 

市 第二種住居専用 3 0 2 5 

街 住 居 4 0 一

イヒ 近 隣 商 業 150 1 5 0 

区 商 業 335 335 

域
準 工 業 8 0 一

工 業 9 5 一

市整
第一種住居専用 1 0 一

街区
化域

第二種住居専用 1 5 一

調住 居*! 。 一
一

*多摩自然動物公園及び多摩テック

5. 工場排水の配分

工場排水は、原則として工業・準工業地域K配分する。ただし、住宅団地と同様K、排水量

の特に大きな工場は点投入扱いとする。

(1) 点投入工場

本市における排水量 50 0 mγ日以上の工場は表 2- 1 3のとおりである。
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表 2~ 1 3 大工場の排水量(500 mγ日以上)

工 場 名 排 水 兵主芸翠ー， 敷 地面積 1ha当り排水量

日 野 自 動車 8，600 mγ日 43.2 ha 199mY日パla

西六写真 8，385 1 5.2 552 

雪 印 手し 業 3，4 36 2.1 1，636 

富 士 電 機 778 1 4.6 53 
‘ー

オリエント時計 851 4.3 1 98 

帝人中央研究所 500 6.3 79 

J1Z 芝 電 気| 572 呪8 58 

上表より、 1ha当り排水量の特に大きな、小西六写真、雪印乳業について点投入工場とす

る。

一方、市街化調整区域内の多摩動物公園、多摩テックは人口を配分せずに、その事業所排

水は工場排水の中で点投入として排水量を見込む。

以上について、表 2-14VC点投入工場をまとめた。

又、点投入工場の位置を図 2-6VC示した。

表 2- 1 4 点投入工場

工 場 名 処理分区 面 積*
排(mγ水日)量 用途地域(ha) 

小西六写真 秋川第一 1 5.2 8.385 工 業

雪 印 乳 業 浅川左岸 2.8 3，436 準 工 業

多偉効物公園 浅川右岸第六 4 4.6 1，648)ド〉ド I(市住街化言語轄居区域〕

多 摩テック 浅川右岸第六 1 3.4 *** i 住居287"'-"-"-k市街化調整区鹿

計 7 6.0 1 3，756 一

ゃ面積は点投入としての区画の面積

**現在日平均 1， 500mろ/日を処理しているが、将来、日最大で 20 0 mち/日の増加

を動物園で見込んでいる。
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排水量の変動は入国者数等によると思われるが、大部分の水量は畜舎の清掃である

ため、工場排水と同じ比率とする。

表 2- 1 5 多摩動物公園の排水量

排 71< 量 現 況

日 平 均 豆EヨE 1， 500 

日 最 大 軍 2，025 

，時間最大量 3，038 

**米昭和 52年地下水揚水量の実議値

(2) 工場排水量原単位

増

単位 :mγ日

力日 言十 画 {直

148 1， 648 

200 2，225 

300 3，338 

(1)に述べた点投入工場以外の工場排水量は、工業・準工業地域K配分する。その方法は次

表のように、点投入工場を除いた面積に対して工場用地率を仮定して、求めた工場用地に均

等に配分して、用途地域 1ha当りの工場排水量を求める。

表 2- 1 6 工場排水量原単位の算出

品~竺竺 準 工 業

① 言十 8虫O ha 

用途地域
②点投入工場 2.8 ha 

面積

③そ の 他 86.2 ha 

④ 工 場 用 地 率 0.4 

⑤ 工 場 用 地 34.4 8 凶

③ 
工 場 #ド 水 量 1 2，2 5 2 m'l'ha 

|⑦ 用1h凶1旧a当途り排地水量域 l! 142137?n仰1

①表 1-2より

② 表 2- 1 4より

③=①-②  

-35-

工 業 計

1 5 4.0 243.0 

1 5.2 1 8.0 

138.8 225.0 

0.6 一

83.28 1 1 Z 76 

29， 592 41，844 

21 3.2 0 一



⑤=③×④  

③ 総工場排水量 55，6 0 0 mγ日より点投入工場分 13， 7 5 6 mγ日を工場用地

に比例配介

⑦=⑥÷③  

6. 処理分区別計画汚水量

(1 ) 処理分区別夜間人口及び昼間就業人口

4ー(1)、 4ー(2)に基づき、夜間人口及び昼間就業人口の配分をそれぞれ表 2- 1 7、表 2

- 1 8にまとめた。

(2) 処理分区別生活系排水量及び工場排水量

表 2- 1 7、表 2- 1 8により生活系排水量を、また 5一(1)、 5-(2)より工場排水量を処

理分区毎に算出し表 2- 1 9にまとめた。
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表 2ー 17 用途地域面積及び夜間人口総括表

処理区 処¥理¥分¥、区¥¥T、置Fび-λ¥ロ¥1曹¥櫨亜

市 街化区域

住第居一専種用 第住居一専種用 住 居 近 商 商 業 準工業 工 業 小 計

90人flal 110入/，(，al 120人_/kl 180ん伽 210ん/，tal 50人/む 15人_/k ー

一 般

秋 多摩 平

秋川第一

川 処理分区

小西六

処

会主 jイ
小計

理

秋川第二 一 般
区 処理分区

計

一 回般

1l1|-7//64266385J9// キ6〆4 J4 スぶコ4y戸
多摩平 y. 

浅川左岸
都営平山団地

処理分区

雪印

/，8/22894D/ /本0〆5 
桟

小計 スニ メ4九j λ7 
浅川右岸

一 般
第一処理分区

浅川右岸
一般

1l1!1//2/16与122//87〆6 6 ノ///30636〆ノ45/ノ4 8 //95/〆5日565824//06/ 4 0 

第二処理分区

}II 一 般 Y4 
浅川右岸

新南平台団地
第三処理分区

小計

4//5 157 Y4 yj 
一般

処
浅川右岸

南平台団地
第四処理分区

小計

浅川右岸
一般 九二第五処理分区

一般 yd Fi 
1ノ/2円イ/2289&26//60r〆5 日

理

高幡台団地 グf
浅川右岸

多摩毅物公園
第六処理分区

多摩テック

区

F九4二1l1l，，19//〆4dL117178//47〆' 5 1 
ス二ス正 広戸小 言十

浅川右岸 一 般 ス正
//856'7a6日9DJ/27// 2 5 

第七処理分区

浅川右岸 一 般

1/凡レ/28121 a20 268 2/5// 90/ 8 4 ~ノ/5〆5て62275/7ノ6/22/ 7 6 

第八処理分区

計 Y4 ぷギλ正ロィス;プZJ
人口 密 度 54入_/，(，a 70人/，(，a 180ん4α 210A/，(，a 

大栗二号
一般

1l31，f5//6152865J/00/ / 9 5 
南

処理分区

多 一般 ス二 yi;; スi
摩

大栗三号
百草団地 y. 処 処理分区

理

1l1l11//56//6758791S//10/ / 4 5 九ぷ百二 ////55D0，55/44/ / 0 0 五万正 kノ/254イ02288Zρ3/J9o/ / 1 o 

小計

区

計

合 計 tzi ヌ戸jiL; スニぷ二クi;;iヌ二ノmぉ;
本印は点控入の為人口密度によらなL、。

ゑ .. 

r 

調 整区域

住第 一 種 第住 種居専用 居一専用 住 居小，計 合計

55ん/，(，al 70人_/，(，al 0人fla ー

ヌギ

スヌ戸: 
?///5〆8586d1K48//70〆r 3 5 

/ノ5/〆日36525ノ/03/ 3 0 

//9/8052印16//刷0/ 〆0 

ぷd
ヌ4 ヌ4ス:;7

メギ
ヌi;; ロぶタギ

ス4
J4 ji;( lP4 

239.3 

22之73

ぷ正
........ ノ/41//43445ノ〆〆〆o O 

ケ〈クく
y， y， 

ムiス二ア〈芳江タ4
フ4

FJ ス正ア7川正
/1/7/815/37る5B989D9/ノ82// 5 5 

yiJ; 
ヌJJ7

ノ09/' 0 1 

戸ニ
Ji;; yzd アプグぶノ1 4



ω 
00 

処

理

区

秋

}I! 

処

理

区

浅

JlI 

処

理

区z

南

多

摩

処

理

区

・，、

表 2- 1 8 用途地域面積及び昼間就業人口総括表

処、理.......____分¥区¥、 及用び途人口地、曙、域度、、

市 街化区域

住第居一専種用 住第居二専種用 住 居 近 商 商 業 準工業 工 業 小 計

15ん/，(.al 3D人/.tal 40人/.tal150人/白 335人/.ta! 80人/.tal 95人 /.taー

一般ス;;:
1|;/1/5//86521/  /5150' 5 1 

多摩平九百 yd 丸二秋川第一

処理分区
小西六

小計 ヌ;;;ヌJ;; y;:; λ二;
秋川第二

一 般Y4 y;;; Y4 処理分区

計 スギrd Y4; λ二 ヌ4ヌぶ
一 般ぇ4

/，//80'2684//5tノ/ 4 8 
メ4又ぶ万Jメポ;zz;; 

多 摩 平y;s ス二
浅川左岸

都営平山団地 万二処理分区

雪 印

1;〆22869/ノA本/ ノ08 

小計

//76〆81317iノ5/53〆6 0 
万戸 スギ完工 yd 

浅川右岸
一般

第一処理分区

浅川右岸
一般 r〆1/2/1665// Y48 8 

////05655ノ/44// 5 0 
第二処理分区

一般 y二
浅川右岸

新南平台団地
第三処理分区

小 言十

万久二戸
yずyず

一 般

浅川右岸
南平台団地

第四処理分区

小計 Y71 
浅川右埠

一般スJJ;y二第五処理分区

一 般 ス正
/〆/2/72182516/〆/859 4 

ス戸ぷ二
高幡台団地 ズ正

浅川右岸
多摩動物公園

第六処理分区

多摩テック

小計 ヌ4九二 ヲミぷ二
浅川右岸

第七処理分区 一 般 万二 九戸
浅川右岸
第八処理分区一 般 スゴ

計 ヌ戸ス;万正%j 九二ス71ヌ;
人口 密 度 15人/伽 25人/.ta 150人/，(.a 335人/，(.a

大栗二号 一 般

ノ1/65/ 8 5 

処理分区

一般 yi; ス(6

大栗三号
処理分区 百 草 団 地

;1l1J，1//5667 25275ノ3//52〆1 5 

Y7;; 万二小計

計 yi;; ス;6

ぷg-
計 :2石戸亙フ二乱。九二ヌぶヌ4ヌ4

、
J・ h

調整区域

住第居一専種用 第住居二専種用 住 居 小 告 合計

10ん/，(.al 15人/ μ oん/恥ー

jf〈

万i
//6515/7/1〆99/1 0: ; 

~〆//ノ
ノ/5/357615//25// 9 6 
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表 2- 1 9 生活系排水 及 び 工 場 排 水 の 配 介

処¥理¥分、¥区¥、 排及び水原¥区単¥舟位¥ 

生 活 系 排 水

面 積 生活排水 都市活動排水

0.360mγ日パ人 0.280mY日/人

，tα 

ア主主行
8J3J/2/5//553ゆ2/594/08/4 9 J 

般 1 68.1 

主た百多 摩 平 1 1 5.2 
秋川第一

処理分区

西 -ノ.1.、ー 1 5.2 

計 298.5 

秋川第二
般 98.5 

処理分区

計 397.0 

般 958.6 

多 摩 平 5.1 

浅川左岸
都営平山団地 6.5 

処理分区

雪 印 2.8 

言十 973.0 

浅川右樟
般 3.7 

第一処理分区

浅川右捧
般 53.6 

第二処理分区

一 般 90.5 

浅川右岸
新南平台団地 8.2 

第三処理介区

言十 98.7 

般 75.9 

浅川右岸
南 平 台 団 地 7.8 

三JZE; 
」三7第四処理分区

計 83.7 
//1/25τ'"' vプι 

浅川右岸
一 般 75.7 

2//26/2 8/777528//40ノ/71/ 8 6 
J己7第五処理分区

般 2ろ9.ろ コ~
高幡台団地 22.8 JZ; J与7

浅川右岸
多摩動物公園 44.6 

第六処理分区

多 摩 テ ッ ク 1 3.4 

クJ3お74:;;; タJM与7ご
計 320.1 

浅川右岸
一 般 36.6 

第七処理分区

浅川右岸
般 87.9 〉 11JJ;〉与了第八処理分区

計 1，733.0 rz二タ弘7
大栗二号

一 般 1 1. 2 jペ;Jペ7処理分区

ζ//1〆こ/253，二0/90f0//1f/8/10/1 0 / コj出片ア7 
一 般 204.1 

大票三号

処理分区 百草 団地 16.7 

計 220.8 

βヌ出日:: //45//B0//502011ノ/34/5/0/ 5 D / 

計 232.0 

メELZ 計 2，362.0 タ勺ニタ均二7

量 工 場 排 水 量

計
準 工業 工 業 その他居

(調整区域住 ) 計

1 42.1 3mち官/恥 213.20m少官/，ta

m与/日

/βdi j?:訴/話 飢γ日

6，050 1 4，476 

ス539 85 

8，385 

1 3，589 22，946 

3，479 1 3，368 

1 7， 0 6 8 36，31 4 

38，541 j日;J 114  
1 3，048 

51 1 

1，099 

どJ石%7 
3，436 

40，1 51 
J Z;  

1 6，484 

1 36 

2，244 

3，501 

61 0 

4，1 1 1 

2，439 

609 

3，048 

2，807 

弓743

2，4 24 

Jむ; 1.648 

jに; 287 

1 2，1 67 j冗; 1，935 

1，546 j弓; 867 

3，282 

6矢492 J出JjU j広; 19，286 

266 

5.697 

1.91 7 

7，61 4 

ス880

94，4 4 0 jお二JZ二ジた二 55，600 



(3) 工場排水量の修正

「流総Jでは工場排水量を大工場とその他の工場に分け将来予測を行っているが、その中

の大工場は表 2- 2 0のとおりである。

表 2-2 0 大工場の排水量

工 場 名 I r流総」計画値 特定事業所副

EヨR幸 印 乳 業 3，097 mγ日 3，436 mγ日

ーー

小西六写真 8.1 87 8，385 

日野自動車 9，71 8 8，600 

'きEEI 士 電
機 11山?

778 

東 ー之H- ，ョ唱三斉4 気 ! 572 

資料:多摩公害事務所

現況の値として特定事業所名簿(S 5 2 )の値を用いる。雪印、小西六は「流総J計画値

が現況よりも小さいため、施設の安全を考え、本計画では現況値を点投入とした。一方、日

野自動車、富士電機、東芝電気については、現況値が「流総」の計画値よりも小き L、。これ

は、 「流総J計画値が定められた後に、出荷額の伸び悩みと用水量の節約が原因し、排水量

が減少したためである。また将来も地下水揚水の規制などにより排水量は増加する事はない

と考えられる。

以上の事から、本計画では、日野自動車、富士電機、東芝電気を含む秋川処理区について、

「流総j計画値の過大な部分を修正して工場排水量を定める。

「流総J計画値と現況値の差は表 2-2 0より

日野自動車

富士電機

東芝電気

9， 7 1 8 -8. 6 0 0 = 1， 1 18mγ日

-toagil'
・p
ta''ι
''''

• 

4， 4 4 9一(7 7 8 + 5 7 2 ) = 3， 0 9 9 mγ日

である O 日野自動車は秋川第二分区、富士電機と東芝電気は秋川第一分区に含まれるので、

それぞれ 1，1 18mγ目、 3，0 9 9 mぢ/日を表 2-1 9より差し引き表 2-2 1のとおりと

する。
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表 2- 2 1 秋川処理区の工場排水量修正値

孟ミ区~5t;処理分区 ~ 表 2 - 1 9 イ彦 正 量 本計画採用値

一 般 1 4，4 76 mγ日 -3，099 mγ日 1 1，3 7 7 mγ日

多 摩 平 85 85 

第一分区
西 -ノ4¥4 8，385 一 8，385 

計 22，946 -3.099 19，847 

第二介区 1- 般 1 3，368 -1，1 1 8 1 2，250 

計 36，3 1 4 -4，21 7 32，097 

(4) 処理分区別計画汚水量

処理分区別の計画汚水量を表 2-22VCまとめた。
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表 2- 2 2 処理区及 び 処理分 区 別汚水量総括表

よ子〈f 計 画人 口 平均汚水
面積

日

夜 間 昼間就業 生 活系 工 場 地下水

，{.α 
10，40人6 8，23人0 般 1 68.1 6，050 11，377 4，7 0 5 

秋川第 一
多 摩平団地 11 5.2 18，195 3，533 7，539 85 2，059 

西 『ノ-'-、 1 5.2 。 。 8，385 2，264 

計 298.5 28，601 1 1，763 1 3，589 1 9，847 9，028 

秋川 第二 般 98.5 4.4 1 6 6，7 4 5 3，479 1 2，250 4，247 

言十 397.0 33，01 7 1 8，508 1ス068 32，097 1 3，275 

般 958.6 86，473 26，467 38，541 1 3，048 1 3，929 

多摩 平団地 5.1 805 790 51 1 138 

浅川左 岸 都営平山団地 6.5 2，900 1 95 1.099 297 

雪 印 2.8 。 。 3，436 928 

計 973.0 90，1 78 27，452 40，1 51 1 6，484 1 5，292 

浅川右岸第一 般 3.7 333 56 136 37 

浅川右岸第二 般 53.6 5，200 1，329 2，244 606 

般 90.5 8.4 6 4 1，622 3，501 945 

浅川右岸第三 新南平台団地 8.2 1.600 123 61 0 165 

計 98.7 1 0，064 1，745 4，1 11 1，1 00 

般 75.9 5，861 1. 1 74 2，439 659 

浅川右岸第四ー 南平台団地 7.8 1，600 1 1 7 609 164 

言十 83.7 7，461 1，291 3，048 823 

浅川右岸第五 般 75.7 6，877 1，1 83 2，807 758 

般 239.3 22，273 6，1 61 9，743 2，631 

高幡台団地 22.8 6，200 684 2，424 654 

浅川右岸第六 多摩動物公園 44.6 。 。 1，648 445 

多摩テック 1 3.4 。 。 287 77 

計 320.1 28，473 6，845 1 2，1 67 1.935 3，807 

浅川右岸第七 般 36.6 3，372 1， 187 1，546 867 651 

浅川右岸第八 般 87.9 8，025 1， 404 3，282 886 

計 1，733.0 159，983 42，492 69， 492 1 9，286 23，970 

大栗二号 一 般 1 1. 2 601 168 266 72 

一 般 204.1 12，391 4.4 1 4 5，697 1， 538 

大栗三号 百草台団地 1 6.7 5，000 41 8 1. 91 7 518 

計 220.8 1 7，391 4，832 7. 614 2，056 

計 232.0 1 8，000 5，000 7，880 2，1 28 

i口L 言十 2，362.0 211，000 66，000 94，4 4 0 51， 383 39， 373 

主主主呈

言十

22，132 

呪683

10，649 

42，4 6 4 

1 9，976 

62，440 

65，51 8 

649 

1， 396 

4，364 

71，927 

1 73 

2，850 

4，4 46 

775 

5，221 

3，098 

773 

3，871 

3，565 

1 2，374 

3，078 

2.093 

364 

1 7，909 

3，064 

4，1 68 

112，748 

338 

ス235

2，435 

9，670 

10，008 

1 85，1 96 

日 最大汚水 主主主邑 時間最大汚水 量
恥点汚当投水り量入時原量咽及単最大び位

生 活系 工 場 地下 水 計 生活系 工 場 地下水 言十

8，167 1 5，358 4，7 05 28，230 1 4.7 01 23，037 4，7 05 42，443 0.002922m=}旬 ;/.ta

10，1 78 11 5 2，059 1 2，352 1 8，320 1 73 2，059 20，552 0.002065m予/拭;/，ta

1 1. 3 20 2，264 1 3，584 1 6，980 2，264 19.244 0.223 mY'出

1 8，345 26，7 9 3 呪028 54.166 33，021 40，190 9，028 82，239 

4，697 1 6，538 4，247 25，4 8 2 8.4 5 5 24，807 4，247 37，509 0.004407mμ凹:/，{.a

23，042 43.331 1 3，275 79，648 41，476 64，997 1 3，275 1 1 9，748 

52，030 1 7，615 1 3，929 83，574 93.654 26，422 1 3，929 1 34，005 0.001618mμ出:/，{.a

690 1 38 828 1.242 1 38 1，380 0，016 mち/拭

1，484 297 1.781 2，671 297 2，968 0.034 mYsec 

4，638 928 5，566 6，957 928 7，885 0.091 mろ/sec

54，204 22，253 1 5，292 91.754 97.567 33，379 1 5，292 1 46，238 

1 84 37 221 331 37 368 0.0 0 1 1 5 1 m~/，{.a 

3，029 606 3，635 5，4 52 606 6，058 0.001 308mμ吟ペh

4，726 945 5，671 8，507 945 9，452 0.001 209mμ句/恥

824 165 989 1，4.83 1 65 1.648 0.01 9 mYs配

5，550 1，1 1 0 6，660 矢'190 1.1 1 0 11，1 00 

3，293 659 3，952 5，927 659 6，586 0.001 00 4m予/拭:/，{.a

822 1 64 986 1， 480 1 64 1，644 0.019 mろ/s配

4，115 823 4，938 7.407 823 8，230 

3，789 758 4，547 6，820 758 7.578 O. 0 0 1 1 5 9 mYs悶 :/，{.a

1 3，1 53 2，631 1 5，7 8 4 23，675 2，631 26，306 0.001272m:j/s配/μ

3，272 654 3，926 5，890 654 6，544 0.076 mち/抵

2，225 445 2，670 3，337 445 3，782 0.044 mγ蹴

387 77 464 581 77 658 0.008 が/目見

1 6，425 2，61 2 3，807 22，844 29，565 3，918 3，807 37，290 

2，087 1， 1 70 651 3，908 3，757 1， 755 651 6，163 0.001 94 9m予/sec/，{.a

4，4 31 886 5，31 7 7.976 886 8，862 0.001167mμ時 伽

93，814 26，035 23，970 143，819 1 68，865 5呪052 23，970 231，887 

359 72 431 646 72 71 8 0.000742mμ回:/，{.aI 

7.691 1.538 9，229 1 3，844 1.538 1 5，382 0.000872mろ/胤:/，{.a

2.588 518 3，1 06 4，658 518 5，1 76 0.060 mろ/拭

10，279 2，056 12，335 1 8，502 2，056 20，558 

1 0，638 2，128 1 2，7 66 19，148 2，1 28 21，276 

127.494 69，366 39，373 236，233 229， 489 1 04，049 39，373 372，911 



ヱ計画 水 質

(1) 汚濁負荷量

a. 生活系負荷量原単位

本計画では建設省編集による「流域別下水道整備総合計画調査指針と解説J(以下「流

総指針」という)をもとに夜間人口に対して次のように算出した。

BOD負荷量 昭和 45年を 44 9-/日/人、以後1.5 9-/年で増加

s s負荷 量 昭和 45年を 40 9-/日/人、以後 1.358-メ年で増加

T N負荷量 昭和 45年を 12 ff /日/人、以後 0.058-/年で増加

T P負荷量 昭和 45年を 1.4 ff /日/人、以後 0.048-/年で増加

また、昼間就業人口については、夜間人口と同じ水質で発生するものとして、排水量原

単位の比(8割)を用いた。

表 2-2 3 生活系負荷量原単位

両----型|
ー一

B OD  S S T N T P 

8-/日/人 3JF. /日/人 15JP./3 日/人 29./4 日/人
夜 閣 人 口 81.5 7 3.8 

!昼間就業人口; 6 5.2 5 9. 0 1 O. 6 1. 9 
. 

b. 工場系負荷量原単位

工場排水の汚濁負荷量の推計にあたっては、中分類別の負荷量原単位を用いて、図 2ー

7のフローシートのように算定する。
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図 2-7. 工場系汚濁負荷量算定フローシート

① 
中介類別出荷額当り排水量原単位

中分類月IJ出荷額当り

汚濁負荷 量原 単位

①，②;流総イ直を用いた。

③;現況(S. 5 1 )を用いたD

~汚

‘ 

中舟 類別出荷額
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表 2- 2 4 中分類別出荷額当り汚濁負荷量原単位

出荷額当り B 0 D s s 
産 業 区 分

排水量原単位 水質原単位 負荷量原単位 水質原単位

mY日/億円 ppm kg/日/億円 ppm 
18 食 料 品 1 4.0 658 引21 337 
19 

20 繊維工業 32.6 194 6.32 1 31 

21 衣 服 そ の 他 3.2 1 0 0.03 30 

22 木材・木製品 4.8 1 0 0.05 30 

23 家 具 ・装備品 4.5 1 0 0.05 40 

24 パノレプ紙 4.5 1 89 0.85 232 

25 出版・印刷 ス4 1 0 0.07 30 

26 化学工業 1 3.4 264 3.54 1 00 

27 石油・石炭 3.4 1 05 0.36 1 00 

28 ゴム 製品 8.3 1 0 0.08 50 

29 皮 革 1 3.8 1.512 20.87 1，015 

30 窯業土石 1 Z 3 1 0 0.1 7 200 

31 鉄 鋼 業 6.0 41 0.25 200 

32 非鉄金属 1 2.7 50 0.64 23 

33 金属製品 1 2.6 1 0 0.1 3 1 00 

34 一般機械 5.7 1 0 0.06 1 0 0 

35 電気機械 4.0 1 0 0.04 1 00 

111555967 輪精そ 送機械

8.4 1 0 0.08 100 

密機械 1 1. 2 1 0 0.1 1 1 00 

の他| 24.4 1 0 0.24 1 00 

* 出荷額当り排水量原単位、水質原単位は「流総J計画値

負荷量原単位君出荷額当り弾句k量原単位×水質原単位

負荷量原単位

kg/日/億円

4.72 

4.27 

0.1 0 

0.1 4 

0.1 8 

1.04 

0.22 

1.34 

0.34 

0.4 2 

1 4.01 

3.46 

1.20 

0.29 

1.26 

0.57 

0.40 

0.84 

1.1 2 

2.44 

T N T P 

水質原単位 負荷量原単位 水質原単位 負荷量原単位

一一
ppm kg/日/億円 ppm kg/日/億円

1 3 0.1 8 2 0.03 

79 2.5 8 6 0.20 
町一一一一一

一 一 一

一 一 一
ー一一

一 一 一 一

1 6 1 0.7 2 1 1 0.05 

50 0.37 

一 一

一 一

一 一 一 一

31 3 4.32 1 0 0，14 

一 一

一 一 一
一

一 一 一 一
ーー

一 一 一 一

一 一 一 一

一 一 一 一
'一ト一一一ー一一ー一一一一

一 一 一 一

一 一 一 一

一 一 ， 『 一
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表 2-2 5 工場系汚濁負荷量の算出

昭和 51年 昭和 70年 B 0 D 
産業区分

出荷額 出荷額 負荷量原単位

億円 億円 kg/日/億円
18 食 料 ロEコロ
19 

1 06 243 役21

20 繊維工業 35 80 6.32 

21 衣服その他 x(4) 9 0.03 

22 木材・木製品 2 0.05 

23 家具装備品 6 1 4 0.05 

24 パルプ紙 65 1 49 0.85 
トー一
25 出版・印刷 1 6 37 0.07 

26 化学工業 308 706 3.54 

27 石油石炭 x(4) 9 0.36 

28 ゴム製品 一 一 0.08 

29 皮 革 5 7 20.87 

30 窯業土石 24 55 0.1 7 

31 鉄 鋼 業 一 一 0.25 

32 非鉄金属 x(4) 9 0.64 

33 

34 

35 

ろ6

37 

39 

金属製品 6 1 4 0.1 3 

一般機械 70 1 60 0.06 

電気機械 562 1，288 0.04 

輸送機械 1，455 3，333 0.08 

精密機械 273 625 0.1 1 

そ の 他 1 3 30 0.24 

総 計 2，955 6.770 

* 昭和 51年出荷額...・ H ・...実績

6.770 
昭和 70年出荷額=昭和 51年出荷額 ×一一一一

2，955 

負荷量原単位・・_......表 2-24より

負荷量=昭和 70年出荷額 ×負荷量原単位

負荷量

kg/日

2，238 

506 

。
。

1 27 

3 

2，499 

5 

一

146 

9 

6 

2 

1 0 

52 

267 

69 

7 

5，945 

S S T N T P 

負荷量原単位 負 荷量 負荷量原単位 負 荷 量 負荷量原単位 負荷量

kg/日/億円 kg/日 kg/日/億円 kg/日 kg/日/億円 kg/日

4.72 1， 1 47 0.1 8 44 0.03 7 

4.27 342 2.58 206 0.20 1 6 

0.1 0 一 一 一 一

0.1 4 。 一 一 一

0.1 8 5 一 一 一

1.04 1 55 0.72 1 07 0.05 7 

0.22 8 0.37 1 4 0.01 。
1.34 ヲ46 一 一 一

0.34 3 一 一 一 一

0.42 一 一 一 一 一

1 4.01 98 4.32 30 0.1 4 

3.4 6 1 90 一 一 一 一

1.20 一 一 一 一 一
一一

0.29 3 一 一 一

1.26 1 8 一 一 一 一

0.57 少1 一 一 一

0.40 51 5 一 一 一

0.84 2，800 一 一 一 一
ー一ト一一一一一一一一

1. 1 2 700 一 一 一 一

2.4 4 73 一 一 一 一

一 ス093 一. 401 一 31 
一ー



(2) 

表 2-2 4、 2-2 5は図 2-71fL従って工場排水の汚濁負荷量を算出したものであり、

平均水質は次のとおりである。

BOD  5，9 4 5 K9/日-7-5 1， 3 8 3 mグ日句 11 6 ppm 

s s スo9 3 K9/日-7-5 1， 3 8 3 mY日句 13 8 ppm 

TN 4 0 1 K9/日-7-5 1， 3 8 3 mY日h 8 ppm 

TP 3 1 Kv/日-7-5 1， 3 8 3 mう/日句 1 ppm 

処理区別計画水質

表 2-26VC処理区別の計画水質を示した。
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表 2-2 6 処理区別計画水質

処理区 項目
① ② 
夜間人口 負 荷 量

秋

浅

南

人 1¥9/官

BOD 2，691 

一一

) 11 
ss 2，4 37 

3 3，0 1 7 ト一一ー一一一一一一ーーーーー

TN 439 

一

TP 79 

BOD 1 3，039 

一一一一

ss 1 1，80 7 

) 11 1 5号983

TN 2.1 28 

ト一一』ー一一ーー

TP 384 

BOD 1，467 
トー・ーーーーーーー一ーー』ーーーーーー

ss 1，328 

多 1 8，000 

239 

43 

* ②=①×負荷量原単位(表 2-2 3 ) 

④=③×負荷量原単位(表 2-2 3 ) 

⑥=⑤×平均水質

③=②+④十⑥+③

①=③÷⑦ 

③ 
題窃撲2人口

人

1 8，5 08 

42，492 

5，000 

④ 
負 荷 」5ヨ主. 

k，g/I日

1， 207 

1， 092 

196 

35 

2，7 7 0 

2，507 

450 

81 

326 

295 

53 

10 1 

一一

③ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 
工場排水量 負 荷 量 総汚水量 総、負荷量 計画水質

行1少官 kg/官 mV日 kg/旬 ppm 

3，723 ス621 1 22 
-ー 一一

4，4 2 9 ス958 1 27 

3 2，09 7 ー一一 62.4 4 0 『

256 891 1 4 
一一一

32 146 2 

2，237 1 8，046 1 6 0 
ー

2，661 1 6，9 7 5 1 5 1 
1矢286 1 1 2，748 

1 54 2，732 24 

に互1 9 4 

一 一

一 1，793 1 79 
一一一一

一 1，623 1 62 
ー一 1 0，0 08 一 一

一 292 29 

一 「 5 
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1 .算 出式

合理式を用いる。

Q=-i-・C ・I・A
3 6 0 

Q:雨水流出量(m~田c ) 

C :流出係数

1 :流達時間内の降雨強度(1JZ1Il/hr ) 

A:排水面積(ha ) 

2， 流出係数

用途地域別の計画流出係数を定め、各面積をウエイトとする加重平均による方法を用い、排

水区別K平均流出係数を決定する。

(1) 用途地域別流出係数

用途地域別の計画流出係数は、現況の土地別用形態を基K次表の工種別流出係数を用いて

定める。

表 3-1 工種別流出係数

工 種 流出係数

i「 屋
根 0.9 0 

道 路 0.8 5 

間 地

fム下泊、、 園 0.2 0 

資料: i指針」

用途地域別流出係数算出のモデル地区は図 3-1VC示す通りである。これらは現況で開発が

進んでおり、将来の平均的土地利用形態に近いと考えられる地区を選出したo

これらのモデル地区における流出係数の算出結果を表 3-2VC示す。採用値と示してある値

は同じ用途地区の平均値を求め、これらの平均値を他の用途地域と比較し、モデル地区の特性

を考慮して調整して定めた。

一方、表 3-3は将来の土地利用を用途地区別に推定し、建築基準法による建ぺい率を用い
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て将来の飽和状態での流出係数を求めたものである。表 3-2の採用値はこの飽和流出係数の

約 8--1 0割忙当たり計画値として妥当である。

よって本計画で用いる用途地域別流出係数を表 3-4のとおり決定する。
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図 3-1 

用途地主或事，}iた出原紋

算出のモデル地区

h 

2
 

F

つ



/ 

表 3-2 モデル地区の工種別面積及び流出係数

用途地域
i番卜¥強云ー|道路|屋根
!号|位置 『又二二j0.85 --1-0.9 0 

I 1 I日野一中付近 1 2.3 1 ha 1 3.85 ha 

問地 i 計 算 出 1 1 
i採用地

流出係数0.20 I 一

a
 

、nn
y
 a--

K
J
 

a---
a
 

h
u
 

又
Jn

u
 

O
L
 

0.4 7 6 

0.68 4.23 0.4321 0.45 

0.449 

第一種住居専用 I2 I国鉄西宿舎

51多摩平

4 I都営平山団地

0.77 2.78 

0.60 

1.47 
第二種住居専用

0.72 

0.91 

2.2 7 

3.76 

3.59 

6.14 0.459 
0.50 

0.93 3.70 

0.4計五F住

51都営新井アパート

居 1 6 1平山城祉公園駅前

I 7 I日野台 0.5 7 

0.2 0 

近隣商 業

0.54 

0.22 

0.4 7 

2.23 

0.92 

0.46 

1.34 

1.50 0.666 
0.65 

0.46 225 0.504 

商

81高幡不動駅前

?|豊田駅前

101日野駅前

業 111I羽田ヒューム管付近 0.59 

1 6.7 5 I 0.5 2 5 

1.56 
業

1.73 

「
準 工

近

真

付
写

機

一

学

六

電

一

大

西

鋼

一

一星

小

神

一

明

い
け
|
ト

Hi--け
!

業

間

以

別鑑一一一樹

4
+
Z
T

〆'目、

1.77 

工
0.42 

1.44 

0.97 

1.90 

山
回
目

2.58 

2.7 3 

3.55 

8.85 

3.91 

I 2.73 

558 0.562 
0.65 

5.43 0.532 

6.0 4 0.484 I 0.50 

0.55 

4.5 00.4叶 0.4~ * I 

* 駅前の区画整理下で、現況では空地が多いが、将来はある程度の建築物が建設される。第

二種住専陀従い、 O.5 0とした。

**調整区域 Vておける第二種住専地区は明星大学の敷地だけであり、将来も現況のままである

と予想し、この方法により 算出した流出係数 0.47をこのまま採用する。
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表 3-3 将来の土地利用及び飽和流出係数

E 

工 場・可住地
土地利用区分

道路 公園 飽 赤日
及び流出係数

屋根 問地 建ぺい率

用途地域 流出係数

0.85 0.2 0 0.90 0.2 0 
、、

第一種住居専 用 0.2 0 0.05 0.3 0 0.45 0.4 0.5 4 

‘ 第二種住居専 用 0.25 0.05 0.42 0.2 8 0.6 0.6 6 
市

街 住 居 0.2 5 0.05 0.4 2 0.2 8 0.6 0.6 6 

イヒ 近 隣 商 業 0.25 一 0.6 0 0.1 5 0.8 0.7 8 

区 商 業 0.25 一 0.60 0.1.5 0.8 0.7 8 

域
準 工 業 O. 1 5 0.51 0.34 0.6 0.6 5 

工 業 O. 1 5 一 0.51 0.34 0.6 0.6 5 

市 第一種住居専用(宅地)* O. 1 5 0.1 0 0.3 0 0.45 0.4 0.5 1 

街

イヒ 第一種住居専用(緑地戸 O. 1 5 0.8 5 一 一 0.3 0.3 0 

調

整 第二種住居 専用 0.15 I 0.1 0 0.45 0.30 0.6 0.6 1 

区 ーー

域 i住 居 0.15 ! 0.8 5 一 一 0.6 0.3 0 
。

4 

* 多摩動物公園北側の地区で、既K宅地として開発された地区と崩発の可能性がある地区

である。

**動物園の南側で永久緑地としての指定がされている地区である。
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表 3-4 用途地域別流出係数

用 途 地 域
面 積

モデル地区 飽和値 計画採用値
ha 

第 一種住居専 用 1， 565 0.45 0.54 0.45 

市 第二種住居専 用 365 0.50 0.66 0.50 

一ーー

街 住 居 2 0.50 0.6 6 0.5 0 

イヒ 近 隣 商 業 2 6 0.65 0.78 0.65 

区 商 業 2 1 0.65 0..78 0.6.5 

域 準 工 業 89 0.50 。‘65 0.50 

工 業 1 5 4 0.55 0.6-5 0.55 

3 6 一 0.51 0.4 5 コド1

衡化 第一種住居専用(緑地) 4 1 一 0.30 0.3 0 コド2

調

整 第二種住居専 用 5 0.4 7 

0.61000.454470*引• 区

域 住 居 5 8 一 0.30 

メ口』 計 一 0.57 ! 

* 1 市街化区域と同じ値とした。

* 2 飽和値とした。

*ろ 飽和値とした。

(2) 排水区別平均流出係数

用途地域別流出係数を用い、各排水区の用途地域面積をウエイト托して加重平均により、

表 3-5のように排水区別平均流出係数を算出した。
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表 3- 5 排 水 区 別 平 均 流 出 係 数

、

排咽

水

系

統

谷

地川多|トlト:栄一ー新

摩|日

‘ 
1 JII 

域

工業 1;器|日lzJ|住居

市 街 イヒ 区

第 一 種|第 二 種I :hl-~: I住居|近隣商業 |商業|準工業
住居専用|住居専用

JII 

JII 

程

久

保

川

北

.. 
程

久

JII 

南

大

粟

JII 

合計

J
O
 

R
d
 

流出係数 |流出係数

言十

算出値|採用値

0.513 0.50 

0.468 0.50 

0.469 0.50 

0.476 0.50 

0.466 0.50 

0.454 0.45 

0.458 0.45 

0.494 0.50 

0.481 0.50 

0.462 0.50 

0.460 0.50 

0.460 0.50 

0.474 0.50 

0.454 0.45 

0.451 0.45 

0.454 0.45 

0.471 0.50 

0.331 0.35 

0.409 0.40 

0.4 93 0.50 

0.482 0.50 

0.450 0.45 

0.461 0.50 

0.491 0.50 

0483 0.50 

0.453 0.45 

0.461 0.50 

0.470 0.50 

0.476 0.50 

0.474 0.50 

0.450 0.45 

0.463 
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3. 降雨強度式

(1) 式型

降雨強度式の式裂はタルボット型、シャーマン型、久野・石黒型などが提案きれているが、

下水道計画ではタルボット型が広く採用されている。タルボット裂は降雨継続時間が短い場

合(5介程度)に観測値より小さい値を示すが、下水道の流量計算では 5分以内を用いる事

は少な L、。よって、本計画では式裂の単純なタルポット型を採用する。タルボット型は次の

ょう K表わされる。

a 
1= t十 b

ここに、 1:降雨強度 (mm/ hr ) 

t :降雨継続時間(miJ! ) 

a、b :地方定数

(2) 計画確率年

降雨の計画確率年は、下水道計画においては 5--1 0年を原則とするものとされている。

5年、 7年、 1 0年の 3ケースについて検討する。

(3) 降雨強度式の算定

降雨データは嗣査編 P25VC示した農林省蚕糸試験場(日野市日野)の降雨継続時間 10 

分と 6 0分の毎年最大降雨量を用いる。これらの降雨デ、ータを強度のj鼠に並べ変えて、各j痕

位に対する超過確率を表 3-6VC示した。なお、超過確率は次式で表わされるトーマスプロ

フト法を用いて算出した。

ト}マスプロット

P=J  
N+1 

ただし、 P :超過確率

J :降雨強度順位

N:資料総数
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表 3-6 超過確率と各降雨継続時間に対する降雨強度

降 雨 強 度 I 
!顕 位 超過確率

1 0分間 6 0分間

0.0 5 6 102m.w0 守lr 5ス術0匁/hr

2 O. 1 1 1 9 6.0 4 5.5 

3 O. 1 6 7 9 3. 0 4 4.5 

4 0.2 2 2 8 ス0 4 3.0 

5 0.2 7 8 8 4.0 3 8.0 

6 O. 3 3 3 81.0 3 6.0 

7 0.3 8 9 7 8.0 3 5.0 

ー一

8 0.4 4 4 7 5.0 3 5.0 

9 O. 5 0 0 7 2.0 3 5.0 

、

1 0 0.5 5 6 7 2. 0 3 4.5 

1 1 O. 6 1 1 6 9. 0 3 2. 0 

1 2 O. 6 6 7 69.0 31.5 

---

1 3 0.7 2 2 6 6. 0 31.0 

1 4 O. 7 7 8 6 3.0 3 0.5 

! 

1 5 O. 8 3 3 5 4. 0 2 呪 5

1 6 0.8 8 9 51.0 2 9. 0 

1 7 0.9 4 4 4 8.0 21.5 

資料:農林省蚕糸試験場
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図 3- 2. 各継続時聞に対する降雨強度のト}マス・プロット
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介
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図 3-2は表 3-6より降雨強度と超過確率の関係を対数確率紙上K表わしたものである。

図 3-2VC示された傾向線より 5年、 7年、 1 0年確率の降雨強度を読み取ると表 3- 7のよ

うになる。

表 3- 7 確率降雨強度

“ 5年 7年 1 0年

O. 2 0 O. 1 4 O. 1 0 

一一

1 0分 9 0 mm/hr 9 611lvhr 1 0 0視低/hr

6 0分 4 271tmハ1ri 4 411lm/hr 4 774m/hr 

各確率年の 10分、 6 0分降雨強度をタルボット式に代入し、地方定数を求めた結果を表 3

-8VC示す。

表 3 - 8 降雨強度式

‘ 

. 

確率年 5 年 7 年 1 0年

降雨降度式
3，900 4，000 4，40'0 

t +34 t+32 t+34 

. 

これら三式と東京都で一般的に採用されている降雨強度式

円

U
一
円

U

nu

一A叫
o
一+

5
一t一一

T

・A

を比較して本計画での採用式を決定する。図 3-3は各式の降雨特性曲線を示したものである。
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一+
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一
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1= 
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降雨特性曲線の比較(図 3- 3 )からわかるように、日野市の降雨データから求めた降雨

強度は 10年確率値であっても東京都で一般に採用されている値よりも小さいが.日野市の

降雨データは 17年間のものでデータ数が少なく十分ではなL、。 i指針Jによると 20年間

のデータが得られない場合は、毎年最大値法では確率年を増加させることによってデータ不

足Kよる確率年値の減少を補完することが提案されている。そこで本計画では東京都で一般

に採用されている式を採用し、データ不足を補完するものとする。なお、この式は日野市の

降雨データによると十数年分に相当する。

採用降雨強度式

1 = 
nu
一nu

nu

一A斗
.

0
一l
T

，圃

F
h
u

一+
b

.. 

4. 流達時間(降雨継続時間)

流達時間は流入時間と流下時間の和である。

(1) 流入時間

流入時間は地表の状況、勾配、排水区の大きさ、浸-透能、凹地貯留等そのほか多くの要素

に関係し、又、先行降雨の強度も流入時間 K影響する。全般的には勾配の影響が強いと思わ

れるが、人口密度、用途地区に関連して舗装密度・家屋の密集度、問地の広さによっても大

分違うし、排水施設に対する流入時間ということで計算するので、各家庭の排水設備の流下

時間をも含んだ形忙なり、その整備状況によっても異なる。したがって流入時間は、流下時

閣よりもはるかに把握し難いものである c

これらについては現地の実測等により検討する必要があるが、実際にはなかなか困難で、

一般には経験上の値を計算に用いている。

現在、わが国で使用されている値とアメリカで用いられている値とについておのおの示す

と次表のとおりになる。両者Kはかなりの差があり、わが国の値は比較的短いようである。
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表 3- 9 流入時間

わが国で一般的に用いられているもの アメリカ土木学会 摘 要

人口密度
5分 幹 線 5介

全舗装下水道完
5分 アメリカでは約

大なる地区 備 の密集地区

一 9 0 %以上の都

校 線 7--10分比較的勾配の 1ト 15分 市において合理
なる地区 1 0分 i小さな発展地区

式が使用されて

!平地の住宅地区 2供与日分
L、る。

a. 算定公式による検討

流入時間については二、三公式化されたものがある。その中からホートンが導いた原式を

排水施設に使いやすいよう K簡易化したカーベイによる流入時間の公式を記すれば次の通

りである。

( w. S. Ke r by C i v i 1 E ng i ne e r i ng 29. 1 74 (1 954)) 

... 0367 

t = (?~ X 3. 2 8 L (ーτ三全一)) 
v S 

ここに、 t :流入時間(分)

L:排水区最遠点からの距離(m) 

S :計画区域の平均勾配

n :粗度係数に類似した遅滞係数(表 3- 1 0 ) 

328: f tより mへの換算値

表 3 - 1 0 遅滞係数 nの値

地 覆 状 態

不 浸 透 面

よく締った裸地(滑らか)

裸地(普通の粗さ)

粗草地および耕地

牧草地または普通の草地

森林地(落葉林)

森林地(落葉林、深い落葉等堆積地)

森林地(針葉樹林)

密 草 地
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0.0 2 

O. 1 0 

O. 2 0 

0.2 0 

0.4 0 

0.6 0 

O. 8 0 

O. 8 0 

0.8 0 」



カーベイ式による 流入時間算出のため、標準的な宅地として次の図のように仮定する。

側溝

宅地 10 0 m2 

流下距離 L = 20m 

地覆状態、 よく締った裸地

地表勾配 s = 5/1000 

n = O. 1 0 

道路

上のような条件で流下時間 tは

0.1o .. 0，467 t=if×528X20(、所有)} 
v' 0.0 05 

=6.86 (miJt) ~ 7 (miJt) 

b. 流入時間の計画雨水流出量と計画断面に及ぼす影響

流入時間を 5分、 7分、 1 0分とした時の計画雨水流出量をそれぞれ算出し、その流出

量を流下する管きょ断面を選定して比較を行う。

流出量算定のための諸条件を次のように仮定する。

1 )流出係数

2) 降雨強度式

3) 流入時間

4) 流域形状

5) 平均管内流速

C = 0.5 0 

5000 
1=  一一一~_ 7nm/ hr 

t十 40 

t1= 5、7、1 0 miJt 

縦 .I横=2 : 1 

v = 1. 5 0 m/sι 
• 

面積を Ahaとすると A =5 1X dz × 10-4 

+.t宵1
流下距離Lは 乙=、I2 x 1 0" A 

流下時間 t2は t2 一
em
 

m
 

J
v
 

nu 

ぷ
U

4
一×

ω
 

RJV Lm I I Aha 

となる。
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上記の条件から算出した諸数値と選定した管きょ断面を表 3- 1 1 vc示す。なお断面の

選定は表 3-1 2を用いた。

表 3-11 各流入時間における計画雨水流出量及び計画管きょ断面
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表 3-1 2流量表(マニング流速公式 n=0.01 5 ) 

管きょ断面 勾 配 流 速 流 下 量

戸 1 V Q 

@ 8 0 0 m筑 3. 5 O/()(} 1. 35mメec 0.678 mγ蹴

① 9 0 0 3. 0 1. 3 5 0.859 

① 1 0 0 0 2. 8 1. 4 0 1. 1 0 0 

@ 1 1 0 0 2.6 1. 4 4 1.366 

o 1 2 0 0 2. 4 1. 4 6 1.655 
.-

o 1 3 5 0 2.2 1. 5 2 2.1 70 
九一+白

o 1 5 0 0 2.0 1. 5 5 2.74 0 

ー一一
o 1 6 5 0 1. 9 1. 6 1 3.443 

o 1 8 0 0 1. 8 1. 6 6 4.227 

o 2 000 1. 7 1. 7 3 5.44 d 

o 2 2 0 0 1. 6 1. 7 9 6.805 

02 4 0 0 1. 5 1. 8 4 8.309 

02600 1. 4 1. 8 70 呪938

o 2 8 0 0 1. 3 1. 9 0 11.669 
一」

C. 流入時間の決定

算定公式による検討 a.でカーベイ式を用いて算出した結果では流入時間は約 7分である。

一方、流入時間の計画雨水流出量 と計画断面ik及ぼす民会響 bで比較した結果では流入時闘

を 5分、 7分、 10分と変えても管きょの計画断面に対して特に影響がなL、。 r指針Jk 

よれば、我闘で一放的に用いられている値の平均も 7分である。

本計画では流入時間を 7分とする。

(2) 流下時間

流下時尚は管きょ区間ごとの距離と計画断面の満流流速から求めた区間ごとの流下時闘を

合計して求め、次式で表わされる。

t2=zd)  
V 1 

t2 :流下時同 (sec) 

g i : i番目の管きょ延長 (m) 

Vi : i番目の管きょの流速(m/sec) 

ーもらー



5. 雨水流出量表

表 3-1 3 各流達時間における 1ha当り雨水流出量その 1

単位:~/ha

流 流 出 係 数

書簡 0.35 0.4 0 0.45 0.50 0.55 0.6 0 0.6 5 

5分 O. 1 0 8 0.1 2 3 0.1 3 9 0.1 5 4 0.1 7 0 0.1 85 0.2 0 1 

6 0.106 O. 1 2 1 0.136 0.1 5 1 0.1 66 0.1 8 1 0.1 96 
唱

7 0.1 0 3 0.1 1 8 0.1 3 3 0.1 4 8 0.1 6 3 0.1 7 7 0.1 9 2 

8 0.1 0 1 0.1 1 6 0.1 3 0 0.1 4 5 0.1 59 0.1 7 4 0.1 88 

4 

9 0.099 0.1 1 3 0.1 2 8 0.1 4 2 0.1 56 0.170 0.1 84 

1 0 0.097 0.1 1 1 0.1 2 5 O. 1 3 9 0.1 5 3 0.1 6 7 0.1 81 

11 0.09 5 0.1 0 9 O. 1 2 3 0.1 3 6 0.1 5 0 0.1 6 3 0.1 7 7 

12 0.093 O. 1 0 7 0.1 2 0 O. 1 3 4 0.1 4 7 0.1 6 0 0.1 74 

1 3 0.09 2 0.1 0 5 0.1 3 1 0.，1 44 0.1 5 7 0.1 7 0 

14 0.090 0.1 0 3 0.1 1 6 0.1 2 9 0.1 4 1 0.1 54 0.1 67 

15 0.088 0.1 0 1 0.1 1 4 O. 1 2 6 0.1 3 9 0.1 5 2 0.1 64 

16 0.087 0.099 0.1 1 2 0.1 2 4 0.1 3 6 O. 1 4 9 0.1 6 1 

1 7 0.085 0.097 0.1 1 0 O. 1 2 2 0.1 3 4 0.1 4 6 0.1 58 

18 0.084 0.096 0.1 0 8 0.1 2 0 0.1 3 2 0.1 4 4 0.1 56 

19 0.082 0.09 4 0.1 0 6 O. 1 1 8 0.1 2 9 0.1 4 1 0.1 53 
.一

20 0.081 0.09 3 0.1 0 4 O. 1 1 6 0.1 2 7 0.1 3 9 0.1 50 

21 (). 0 8 0 0.091 0.1 0 2 O. 1 1 4 0.1 2 5 0.1 3 7 0.1 4 8 

22 0.0 7 8 0.090 0.1 0 1 O. 1 1 2 0.1 2 3 0.1 3 4 0.1 4 6 

ー- 23 0.077 0.088 0.099 O. 1 1 0 0.1 2 1 0.1 3 2 0.1 4 3 

24 0.0 76 0.087 0.098 0.1 0 9 0.1 1 9 0.1 3 0 0.1 4 1 

• 
之5 0.075 0.085 0.096 0.1 0 7 0.1 1 8 0.1 2 8 0.1 3 9 

26 0.0 7 4 0.084 0.095 O. 1 0 5 0.1 1 6 0.126 0.1 3 7 

27 0.073 0.083 0.093 0.1 04 0.1 1 4 ，0.1 24 0.1 3 5 

28 0.0 7 1 0.082 0.0 92 0.1 02 0.1 1 2 0.1 23 0.1 3 3 

29 0.070 i 0.0 8 1 I 0.0 9 1 O. 1 0 1 0.1 2 1 0.1 3 1 

30 ! 0.06 9 : 0079ioO8? 0.099 0.1 1 9 0.1 29 

ーも 7一



その 2 単位:mγs配 /ha

流書 流 出 係 数

0.35 0.4 0 0.45 0.50 0.55 0.6 0 0.65 

31分 0.068 0.078 0.09 8 O. 1 0 8 0.1 1 7 0.1 2 7 

32 0.068 0.077 0 087! 0.096 0.1 0 6 0.1 1 6 0.1 2 5 

33 0.06 7 0.076 0.086 0.095 O. 1 0 5 0.1 1 4 0.124 

34 0.066 0.075 0.084 0.09 4 0.1 0 3 0.11 3 0.1 22 

35 0.065 0.074 0.083 0.093 O. 1 0 2 0.1 1 1 0.1 2 0 

ー
36 0.06 4 0.0 7 3 0.082 0.091 0.1 0 1 0.1 1 0 0.1 1 9 

37 0.06 3 0.072 0.081 0.09 0 0.099 0.1 08 0.1 1 7 
.. 

38 0.062 0.0 71 0.080 0.089 0.098 O. 1 0 7 0.1 1 6 

39 0.062 0.070 0.079 0.08 8 0.09 7 0.1 0 5 O. 1 1 4 

40 0.061 0.069 0.078 0.087 0.09 5 0.1 0 4 0.1 1 3 

41 0.060 0.06 9 0.077 0.086 0.094 0.1 03 O. 1 1 1 

42 0.059 0.06 8 0.07 6 0.085 0.093 0.1 0 2 0.1 1 0 

43 0.05 9 0.06 7 0.075 0.084 0.092 0.1 0 0 0.1 0 9 

44 0.05 8 0.06 6 0.0 74 0.08 3 0.09 1 0.099 0.1 0 7 

45 0.05 7 O. 0 6 5 0.0 74 0.082 0.09 0 0.098 0.1 0:6'， 

46 0.057 0.06 5 0.073 0.08 1 0.089 0.097 0.1 0-5 

47 0.056 0.064 0.072 0.08 0 0.088 0.096 0.1 04 

48 0.055 0.063 0.0 7 1 0.079 0.08 7 0.095 0..1 03 

49 0.055 0.062 0.0 7 0 0.078 0.086 0.094 0.1 0 1 
. 

50 0.054 0.062 0.069 0.077 0.085 0，0'9 3 0.1 0 0 

51 0.053 0.061 0.069 0.076 0.084 0.092 0.09 9 

52 0.053 0.060 0.06 8 0.075 O. 083 0.091 0.098 

53 0.052 0.06 0 0.06 7 0.07 5 0.082 0.090 0.097 
-骨

54 0.052 0.059 0.066 0.074 0.081 0.089 0.09 6 

55 0.051 0.05 8 0.06 6 0.073 0.08 0 0.088 0.095 

56 0.051 0.058 0.06 5 I 0.072 0080! 0.087 0.094 

57 0.0 5 0 0.057 0.06 4 ! 0.072 I 0.079 0.086 0.09 3 

58 0.050 0.057 0.064 0.071 0.078 0.085 0.092 

59 0.063 0.077十I O~ 日 84 0.091 

i 60 0.049 0.056 ! 0.06 2 ! 0.069 O. 0 7 6 i O. 0 8 3 0.090 
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1. 管きょ設計の基準

(1) 計画下水量

a .汚水管きょ

汚水管きょの計画下水量は計画時間最大汚水量 とし、短時間のピーク排水K対し約 100

%の余裕をとる。

b .雨水管きょ

雨水管きょにあっては、計画雨水量 を計画下水量 とする。

(2) 流量の計算

流量の計算には次のマニング式を用いる。

r Q = A ・v

(v=士-RE.Iす

ここに Q :流量(m3/sec ) 

A :流水の断面積 (mZ.)

V 流速(m/sec ) 

n 粗度係数

R A
一p

m

=

長

(

辺
川

潤

(

の

深

水

配

径

流

勾P 

a .粗度係数

' 

管きょは主として、鉄筋コンクリート管きょ等の工場製品または現場打ち鉄筋コンクリ

}ト管であり、粗度係数は 0.01 5とする。

既設水路で下水道として利用するものはそれぞれ状態が異なるため、その工種、表面の

仕上げ、推積物等を考慮、し、個々に定める。

b .管きょの断面積

管きょの断面積はその形状 Kよって異なり、水理学的性質から次のよう K定める。

円形管 :満流

長方形きょ; 9割水深

' 

開きょ 8割水深

nu 
『
/



.. 

ー

(3) 流速

流速は、小さければ管きょ底部に汚物、土砂が沈殿しやすくなり、又、逆にあまり大きい

と管きょを損傷するため、表 4- 1のように定める。

表 4- 1 設計流速

種 方リ 最小流速 最大流速|

汚水管きょ|
m/sec 札/sec

0.6 3. 0 

1雨水管きょ! 0.8 3. 0 

さらに、上表の基準内で、下水中の汚物、土砂が次第K管きょに沈殿するのを防ぐため、

下流ほど流速を漸増するように定める。

(4) 最小管径

排水設備の取付け及び維持管理作業の使を考慮、し、最小管径は 2、50 m11Lとする。

(5) 最小土被り

管きょの最小土被りは、取り付け管、その他の埋設物、活荷重を考慮し、やむを得ない場

合を除き1.2 mとする。

(6) 管きょの接合

管きょの接合には、水面接合、管頂接合、管中心接合、管底接合があるが、本計画におい

ては、原則として、管1員接合とする 。

2. 汚水排水施設計画

(1) 管きょ施設

管きょは自然、流下を原員Ijとするため、地域の特性及び地形を十分考慮して、各処理分区毎

に速かに流域下水道の幹線等に接続する様配置計画を行う。又施工、維持管理の点から、鉄

道、河川等の横断はなるべく少なくし、道路の幅員、地下埋設物の状況を考慮、して幹線のル

ートを選定する。

管きょの伏越しは、沈殿物の滞積による管きょの閉鎖あるいは腐.欺によるガス及び悪臭の

発生が生じやすく維持管理上好ましくないので、極力避ける様な配置とする。やむをえず伏

越しを設ける場合は、維持管理を容易にするよう構造上、機能上の配慮をする。
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(2) ポンプ施設

ポンプ場は維持管理に手数がかかり、維持管理費もかきむので可能なかぎり避けるのが望

ましし、。ポンプ場の位置はその周辺の環境を考慮、し、臭気、騒音等による環境の悪化を生じ

ないような構造上、機能上の配慮、が必要である。

(3) 既設の施設の取り扱い

a .浅川処理区(公共下水道)

浅川処理区は、住宅公団が施工し本市へ引きついだものである。この地区(多摩平 132

ha)は介流式下水道で、汚水中継ポンプ場、終末処理場各一箇所があるが、管きょを含め

て本計画で推定した汚水量K対し能力が不足する。

本計画では、汚水中継ポンプ場と終末処理場を廃止し、管きょは将来の水設 に対応、でき

る様一部を改修し、流域下水道の秋川処理区に統合する。

b .住宅団地の下水道

一部の大規模団地では分流式の下水道が布設されている。これらの下水道は公共下水道

の建設に伴い、処理施設を廃止し、管きょ施設は公共下水道K接続し、市が引きつぐもの

とする。

(4) 汚水排水施設計画

主な幹線のル}トを汚水一般図に示す。
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3. 雨水排水施設計画

(1) 管きょ施設

雨水排水施設計画は自然の地形K従った現況の排水系統を重視し、各排水区毎K雨水を自

然流下で河川に排水するものである。現況排水路で下水道として刺用可能なものはできるだ

けこれを用いる。

(2) ポンプ施設

ポンプ場は、維持管理上、可能なかぎり避けるように計画する。

(3) 既設の施設の取り扱い

a. 土地区画整理地区

現在、本市Kは土地区画整理に伴い、平山台地区、多摩平地区、神明上地区等K雨水排

水施設が布設され、枝線の整備もされている。 このような地区は既設の管きょ施設をでき

る限り利用し、能力の不足している部分はノくイパス管の布設又は部分的な改修を行なう事

とする。

b .農業用水路

主要な農業用水路は下水道 として利用しなL、。ただし、小規模の用水路や、主要な用水

路でもその末端部で現在すでに排水路となっているものは、下水道として利用して計画す

る。将来宅地化 Kよって実際K改修等を行う場合は本計画に従い、用水組合と協議の上事

業を進める。

c .住宅団地の下水道

本計画の基準で能力を検討し、利用できるものは利用し、能力の不足するものは改修す

る。

(4) 雨水排水施設計画

主な幹線ルートを雨水一般図に示す。
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4. 隣接する他市との協力

本市下水道は、本市だけで完結するものではな L、。流域下水道はもとより、地形』道路、現

況の排水系統等によって、他市からの流入区域及び、他市への流出区域が生じ、これらについて

は他市と十分協議を重ねて、計画を行った。

他市との流入、流出関係は表 4- 2、 4- 3及び図 4- 3、 4-4VC示した。

表 4-2 他市との流入、流出関係(汚水)

図面との
処 理 分 区 区 域 面 積 流入 ・流出関係 対照番号

西平山 5丁目 (西北部 ) 1 5.0 
ha 

八王子市へ流出 ① 
秋 ) 11 処 理 l三

八王子市北野町(大和田選
1. 9 0 I八王子市より流入 ① 

秋 J11 :第一処理分区
動場)

丁多摩目平 ・旭が丘・西平山 5 2 9スo0 流域幹線へ接続 ③ 
(八王子市1.90 ) 

9 3.00 八王子市へ流出 ④ 

秋川第二処理分区 新左町岸)・栄町 5丁目(谷地川i 5.5 0 11 

@ I 

浅 )11 処 理 区
八王子市長沼田了(浅Jf 1左岸 ) 1. 0 0 (昼)浅川左岸処理分区 八王子市より流入

浅川処理区
(さ〉浅川右岸第一処理分区 平山 6丁目 3. 7 0 八王子市へ流出

大南多摩処理区
栗 二 号 処理分区 落J11 (東邦歯科付近 ) 1 1. 1 6 多摩市へ流出 ③ 

百 草 11 ⑨ 
南多摩処理区

百草(百草眺日本信販| 74.8 5 " ω 
大栗三号処理分区

団地)
ー一一

5.8 3 1/ 

ユ|落川・百草 1 3 6.8 4 f流域幹線へ接続
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表 4-3 他市との流入・流出関係(雨水)

排水区 区
域

日野台 5丁目

日野台 4丁目

日野台 4丁目

日野台

日野台 5丁目(日野自動車の一部)

日野台 2丁目(西部)

日野台 2、5丁目(日野自動車の一部)

八王子市大和田 1丁目
(八1. 3. 5道路付近)

西平山 八王子市北野町(大和田運動場)

西平山 5丁目(西北部)

東平山 八王子市長沼町(浅川左岸)

八王子市長沼町、平山 6丁目

平山南

平山 6丁目

平 山
八王子市堀之内
(京王平山住宅北側斜面)

百 草

百 草 南
百 草
(百草団地、日本信販団地、東電学園)

百 草(厚生荘病院付近〉

百 草 百 草(百草圏、東電学樹)

百草北 百 草(京玉線治い)

落川東 落 )11 (東邦歯科付近)

-77-

面 積
流入・流出関係

図面との
(μ〉 対照番号

8.0 2 八王子市へ流出 ① 

3.55 11 ② 

3.56 " ③ 

時酢

3 0.3 9 11 ④ 

2.3 0 " ③ 

3 0.98 " ⑤ 

2.1 0 八王子市より流出 ⑦ 

1.90 " ③ 

1. 5 0 八王子市へ流出 ⑨ 

1. 0 0 八王子市より流入 ⑬ 

26.6 7 " @ 

八王子市へ流出
3.26 

(本市ヘ再流入)
(~ 

2.52 八王子市より流入 ~13) 

3.3 0 多摩市、流出 (H) 

8 5.9 8 11 ⑬ 

3.1 2 " ⑬ 

1 9.1 0 " ⑬ 

3 5.9 0 1/ ⑬ 

25.8 0 " ⑬ 
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イ也市どの斑入・7束尚関イ系
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図 4-4

A也市ヒの琉入・歳出関係
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